









社会福祉法人 A会に所属する介護職員 110名とした。調査期間は、2011年 11月 7日～2011年 11月
21日。 調査方法は、自記式質問紙調査を留め置き法で実施。 














2011年 11月末現在、H市及び T市の WAM-NETに登録しているデイサービス 297事業所の介護職員 2376
名とした。調査期間 2012年 1月 15日～2012年 2月 15日。調査方法は、自記式質問紙調査 郵送法。 
結果回収 566通 （有効回答 544）回収率 23.6%（有効回答率 22.8%） 
単純集計結果 ・男性 86名・女性 458名（ｎ＝544）・経験月数は平均 81.6月 
・年代では 50歳以上が最も多く 143名（26.3％）、ついで 40歳代が 136名（25.0％） 
・雇用形態 正規雇用 286名（52.6％）・取得資格では、介護福祉士（国家試験）が最も多く 178名（32.7％） 
分析記述統計から明らかになったこととして、「利用者との関係性」全ての項目においてやりがいを感
じる職員の割合が高い。「ケアワークの特異性」として価値観や感性や人間性を重要視している職員の
割合が高い。「仕事意欲」では仕事に対しての就労意欲の高い職員の割合が高い。「自尊感情」では自己
の存在価値を認め、敗北者ではないと考え、自分の仕事は人の役に立っていると感じつつも自尊感情が
低い面が混在していることなどが明らかになった。また現在因子分析及び分散分析などで分析中である
が、現在行っている分析では、下表のような類型も浮き彫りになっている。 
◆今後の予定 
パイロット調査に関しては、2012年 4月 22日に、日
本生活支援学会で口頭発表後、同学会誌に投稿予定 
A類型 ケアワークをポジティブに捉えている 
B類型 ケアワークの中で模索している 
C類型 ケアワークをネガティブに捉えている 
